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2023年の夏以降、米欧で金融引き締めの長期
化懸念が拡がった局面では長期金利が上昇し、
世界的に株価が調整しました。しかし、米欧の長
期金利がピークを打ったとみられる秋以降、世界
の株式相場は反発傾向にあり、米・欧・日の主要
株価指数が年初来高値に近づいています。

この背景として、米欧での利上げ打ち止め観測
にとどまらず、来年の利下げ期待が強まっているこ
とが挙げられます。また、企業業績見通しが概ね
堅調なことも関係しているとみられます。

ここで、主要株価指数ベースの予想EPS（1株
当たり利益）の推移を見ると、独DAXの場合には
緩やかな低下傾向となっているものの、米ナスダッ
ク総合およびS&P500や日TOPIXについては上昇
基調となっています。

IMF（国際通貨基金）が10月に発表した見通し
では、2024年の世界の経済成長率は2.9%と、
2023年を0.1ポイント下回る想定となっています。
しかし、米国では、インフレ率が緩やかながらも鈍
化傾向となる一方、経済や労働市場は依然堅調
であることから、景気後退を回避し、軟着陸すると
の見方が強まりつつある模様です。また、不動産
不況などを背景に先行きが不安視されてきた中
国については、当局の景気支援策強化などを受け、
IMFは今月初め、同国の2023年、24年の成長率
見通しを上方修正しました。

こうした中、企業業績見通しが今後も堅調を維
持するか、さらに改善する場合、株価を支えると期
待されます。日本株式については、株価水準に割
高感がみられないこともあり、特に注目されます。

2023年11月21日Vol.1,942

米・日の企業業績見通しは概ね上昇方向
～日本株式には割高感がないことにも要注目～

（2016年1月～2023年11月**、月末値）

主要株価指数の予想EPS*と米金利の推移

主要株価指数と予想PERの推移
（2016年1月～2023年11月**、月末値）
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**2023年11月は20日時点の値 注：株価指数は現地通貨ベース
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＜ご留意いただきたい点＞

■この資料は具体的な商品をご説明するものではないため詳細を記載しており

ませんが、元本保証のないリスク性商品のご購入やご売却、保有にあたっては、

手数料等をご負担いただきます。■リスク性商品には、各種相場環境等の変動

により、投資した資産の価値が投資元本を割り込むなどのリスクがあります。

■リスク性商品を中途解約する場合は、ご購入時の条件が適用されず不利益と

なる場合があります。■くわしくは、三井住友銀行本支店等の各商品の説明書

等を必ずご覧ください。
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